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令和３年度上半期

大槌町水道事業　業務状況報告書



1 事業の概況

(1) 給水状況

2 経理の状況

(1) 収益的収入及び支出（消費税込み）

(2) 資本的収入及び支出（消費税込み）

有収水量（㎥）

有収率

当　期　末

740,342

4,045

4,104

8,755

540,905

　当期の資本的支出は 88,797,652円となりました。支出の内訳は、建設改良費 33,933,735 円、企

業債償還金 54,863,917 円です。

△ 302

610

△4.9％

　当期の営業収益は 121,324,795円、営業外収益は 49,324,801円、特別利益は 57,800円で、合計

170,707,396円となり、収入の柱である給水収益は、予算額 229,572,000 円に対し調定額

120,487,015円で、執行率52.4％になりました。

　当期の営業費用は 128,539,166円、営業外費用は 8,090,797円、特別損失は 0 円で、合計

136,629,963円となりました。

73.1%

9,057

540,295

70.8%

給水人口（人）

　令和３年度上半期（令和３年４月1日～令和３年９月30日）の大槌町水道事業の業務状況は次の

とおりです。

種　別

配水量（㎥）

1日平均配水量（㎥）

増　減

△ 22,342

△ 146

△ 65

前　期　末

762,684

4,191

4,169給水戸数（戸）

　令和３年度上半期の水道事業は前期と比較し、配水量が減少し、有収水量が増加したことか

ら、有収率が増加しております。大口使用者である水産加工業者の使用量が増加したこと等が原

因と考えられます。

　給水人口は前期と比べて302人減少していますが、復興事業が終了しそれに携わった人が町外に

転出していることが主要因です。人口減少が確実な状況下で、水道事業を運営していくために

は、適正な水道料金の設定が必要となることから、収益と支出の状況を見極めながら、住民にわ

かりやすい情報提供や水道経営の内容を理解してもらえるよう活動していく予定です。安全な水

道水の供給のため、水質管理を徹底し、危機管理体制のさらなる充実を目指していきます。



(3) 予算執行状況（消費税含み）

ア 収益的収入及び支出

収入 （単位　円）

支出 （単位　円）

イ 資本的収入及び支出

収入 （単位　円）

支出 （単位　円）

　第４項　繰出金 2,000

科　目 予　算　現　額 執　行　額 差　引　額

第１款　水道事業収益 351,913,000 170,707,396 181,205,604

　第１項　営業収益 230,649,000 121,324,795 109,324,205

　第２項　営業外収益 121,187,000 49,324,801 71,862,199

　第３項　特別利益 77,000

第１款　資本的支出 213,917,900 88,797,652 125,120,248

57,800 19,200

128,539,166 192,315,834

執　行　額 差　引　額

363,302,000 136,629,963 226,672,037

科　目

第１款　水道事業費用

　第１項　営業費用 320,855,000

予　算　現　額

　第２項　営業外費用 8,090,797 31,353,203

　第３項　特別損失 1,003,000 0 1,003,000

39,444,000

0 2,000

執　行　額 差　引　額

第１款　資本的収入 60,121,000 0 60,121,000

科　目 予　算　現　額 執　行　額 差　引　額

　第１項　企業債 42,300,000

　第２項　補助金 16,718,000

　第３項　出資金

　第３項　補助金返還金 2,000 0 2,000

予　算　現　額

　第４項　負担金 1,100,000

　第５項　工事負担金 2,000

0 1,100,000

0 2,000

　第１項　建設改良費 100,046,900 33,933,735 66,113,165

　第２項　企業債償還金 113,867,000 54,863,917 59,003,083

　第４項　予備費 2,000,000 0 2,000,000

0 42,300,000

0 16,718,000

0 1,0001,000

科　目



（単位：円）

１．

２．

３．

４．

支払利息及び企業債取扱諸費

５．

６．

(7) 資 産 減 耗 費 17,634,000

(4) 業 務 費 8,310,455

(5) 総 係 費 6,587,432

(6) 減 価 償 却 費 74,743,000

特 別 利 益

(1) 8,090,797

0(2) 雑 支 出

11,351

(2) 他 会 計 補 助 金 0

営 業 外 費 用

8,090,797 41,234,004

経 常 利 益 24,970,501

(6) 他 会 計 負 担 金 0

令和３年度上半期　大槌町水道事業損益計算書

126,634,933

49,324,801

(3) 雑 収 益 16,450

(4) 長 期 前 受 金 戻 入 49,297,000

(5) 国 庫 補 助 金 0

営 業 利 益 △ 16,263,503

営 業 外 収 益

(1) 受取利息及び配当

(2) 配 水 費 4,465,917

(3) 給 水 費 4,273,453

(2) そ の 他 営 業 収 益 837,780

営 業 費 用

(1) 原 水 費 10,620,676

（令和３年４月1日から令和３年９月30日まで）

(1) 給 水 収 益 109,533,650

110,371,430

営 業 収 益

(1) 過年度損益修正益 57,800

(2) そ の 他 特 別 利 益 0 57,800

特 別 損 失

(1) そ の 他 特 別 損 失 0 0 57,800

当 年 度 純 利 益 25,028,301



（単位：円）
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令和３年度上半期　大槌町水道事業貸借対照表

（令和３年９月30日）

【　資　　産　　の　　部　】

固 定 資 産

(1) 有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

25,581,426

減価償却累計額

100,867,645

50,757,330 50,110,315

構 築 物 5,576,985,629

減価償却累計額 1,424,304,057 4,152,681,572

機 械 及 び 装 置 745,511,676

減価償却累計額 330,734,747 414,776,929

車 両 運 搬 具 3,837,267

有 形 固 定 資 産 合 計 4,680,637,339

(2) 無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権 99,440

無 形 固 定 資 産 合 計 99,440

減価償却累計額 2,953,920 883,347

工具、器具及び備品 34,415,433

減価償却累計額 32,275,533 2,139,900

建 設 仮 勘 定 34,463,850

固 定 資 産 合 計 4,680,736,779

流 動 資 産

(1) 現 金 ・ 預 金 441,913,356

(2) 未 収 金 8,814,695

固 定 負 債

【　負　　債　　の　　部　】

(1) 企 業 債

固 定 負 債 合 計 1,284,019,578

1,284,019,578

(3) その他流動資産 7,963,018

(4) 貸 倒 引 当 金 △ 89,208

流 動 資 産 合 計 458,601,861

資 産 合 計 5,139,338,640



４．

５．

６．

７．

イ．

ロ．

ハ．

イ．

ニ．

流 動 負 債

(1) 未 払 金 0

(2) その他流動負債

(3) 企 業 債

17,617,424

59,003,083

(4) 引 当 金 0

流 動 負 債 合 計 76,620,507

繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金 3,597,803,835

(2) 収 益 化 累 計 額

資 本 合 計 603,881,814

剰 余 金 合 計 △ 73,006,379

負 債 資 本 合 計 5,139,338,640

その他資本剰余金 0

資 本 剰 余 金 合 計 145,255,187

(2) 利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金 169,113,348

△ 422,987,094

繰 延 収 益 合 計 3,174,816,741

負 債 合 計 4,535,456,826

【　資　　本　　の　　部　】

資 本 金

当年度未処理欠損金 387,374,914

利 益 剰 余 金 合 計 △ 218,261,566

(1) 資 本 剰 余 金

(1) 自 己 資 本 金 676,888,193

資 本 金 合 計 676,888,193

剰 余 金

受贈財産評価額 144,974,187

工 事 負 担 金 281,000


